
 

 

医療 ISAC Security Lecture 2021 

 

#002 

3 省 2 ガイドラインの〈都市伝説〉と〈真実〉 

 

講師：江原悠介 

日時：2021 年 4 月 16 日（金）14:00～15:00 Google Meet によるライブ配信 

              ※前回と時間帯が異なります。 

 

 

講師略歴 

医療 ISAC 理事 

 

ヘルスケアや金融を中心とした社会インフラ型のリスクアシュアランス

に係る様々な業務に従事。医療機関や情報処理事業者に対する 3 省ガイ

ドラインに基づく態勢整備/セキュリティ監査、患者個人情報等の二次利

用に際したプライバシーガバナンスの整備支援等、官公庁ガイドライン

や医療 DX に伴うガバナンス設計に対する業務知識・経験を有する。 

 

・ 特定非営利活動法人 デジタル・フォレンジック研究会 理事（医療分科会 主査） 

・ 経済産業省・総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全

管理ガイドライン」検討委員会 委員 

・ 経済産業省 情報セキュリティサービス審査基準 技術検討会 委員 

・ 経済産業省 DX システムガバナンスに係る検討会 委員 

・ 徳洲会インフォメーションシステム（株） セキュリティアドバイザー 

・ 情報処理推進機構 社会実装推進委員会 民法改正 WG/セキュリティ検討 PT 委員 

・ 内閣府 SIP 第 2 期「AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム」 採択課題 /

「AI ホスピタルの研究開発に係る知財管理等、システムの一般普及のための技術標準化・

Open/Close 戦略、官民学連携のためのマッチング等に関する対応」プロジェクト 研究責任者

経験者 

 

 

 



 

 

 

講演要旨 

20 年 8 月の経済産業省／総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者に

おける安全管理ガイドライン第 1 版」、および 21 年 1 月の厚生労働省「医療情報システムの安全

管理に関するガイドライン 5.1 版」の公開をもって、国内で医療等情報を電子的に取り扱うに際

して準拠すべきガイドラインは 3 省 2 ガイドラインとなったが、これらのガイドラインは今まで

様々な〈都市伝説〉的な誤解に晒され、世にも奇妙な解釈が流布されるという茨の道を辿ってき

た。 

例えば、厚生労働省 GL の観点では、「医療機関等は厚労省 GL の 6 章～9 章が定める最低限の

ガイドラインを全て対応すべき」、「介護施設は特にガイドラインは関係ない」、「単なる患者バイ

タルデータを管理するシステムならガイドライン対応は不要」等・・・。 

また、経済産業省・総務省 GL の観点では、「ウチの製品は 3 省ガイドラインに準拠可能」、「ウ

チのシステムは電子カルテを取り扱っていないのでガイドラインは無関係」、「データセンターは

国外だとダメ」、「PHR でもガイドラインを守るべき」等・・・。 

いやいや、あのさ、もういい加減、こうした、誰にとってもプラスにならない〈都市伝説〉はや

めませんか？ ということで、本講演では、経済産業省／総務省ガイドラインの改定検討委員も

務めた立場から、3 省ガイドラインに亡霊のようにつきまとう代表的な〈都市伝説〉（「あるあるネ

タ」）に対するツッコミ（真実の提示）を独りボケツッコミライクな形式で、時間制約上、サンプ

ルベースにはなりますが、披露していこうと考えていますので、茶菓子片手にフランクにご参加

頂ければとおもいます。 


